
終末

　　　 新約聖書論―キリスト論 ：

     　(イエスとは誰か)

　　　 ・父のみ旨のみを示し行う（自分のことはない）

　　　　・他人のために生きる（無条件の愛：今ここ）

　　　　・他人のために死ぬ（自分に対しては無力）

父なる神の時代（神の自由な決意①） イエスの時代（御父の自由な決意②） 教会の時代（御父とイエスの自由な決意③）

旧約・新約の歴史

　　旧約聖書概論：

　　・創造（「それらは極めて良かった」）

　　・罪（神からの離反）

　　・信仰の始まり（神の啓示：アブラハム）

　　・出エジプト（神の民の選び）

　　・バビロン捕囚（神への背き）

　　・黙示思想（選民思想の行き詰まりと神の介入への期待）

                   ・日々の信仰生活 ：

　　　　　　　　　・教会生活 ：

実践の中身①

                   ・聖霊論 ：

　　　　　　　　　・三位一体論 ：

　　　　　　　　　・教会論 ：

                   ・教会史 ：

　　　　　　　　　・教会論 ：

                   ・秘跡 ：

　　　　　　　　　・祈り ：

　　　　　　　　　・典礼 ：

                   ・終末論 ：

　　　　　　　　　・マリア論 ：

　　　　　　　　　・聖人論 ：

教義①（基礎）

制度・歴史

教義②（包括）

実践の中身②

　　　新約聖書概論：

　 　　・１つの目的：神の国（神の支配）の実現

　　　　・４つの方法

　　　　①福音宣教：父を示し、人間創造の目的を示す

　　　　②仲間作り：多くの人を神の子とするため

　　　　③祈り：いつも神とつながっているため

　　　　④社会とのつながり：神の国の実現

     　新約聖書論―神論 ：

　　　　(御父とは誰か)　「人間の想像を超えるよき方」

創造 終末

（完成）

罪

（神からの離反）

赦し

（神への立ち帰り）

＜御子の派遣＞
（イエスの出来事＝

真理の啓示、神のことば）

「永遠」の「時間の中」への突入

（受肉）

十字架・復活の意味

（神の自己譲与）

非合理な経験の意味

（エルサレムで隠れてい

た使徒たちの問い直し）

神のことば

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
の
契
約

シ
ナ
イ
契
約
~
モ
�
ゼ
�

ダ
ビ
デ
と
の
契
約

神の働きかけ（経綸）

歴史（時間）→

預言者

律法 → 福音（み旨） →

神の民の選び

（イスラエル民族）
新しい神の民（全ての人に）

失
楽
園

選民意識

（アブラハム・シナイ契約）

荒野に出る＝能動的応答
黙示思想

（アブラハム・シナイ契約の行き詰まり）

⇒神の介入への待望

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚

洗礼者ヨハネ

1-2

21-22

≪上記の流れに対応する、入門講座のスケマ≫

3

4-7

永遠

預言者

α Ω

御父の自由な決意②

ロ
�
マ
帝
国
の
台
頭

神の自由な

決意①

3つのしるし
①約束の地

②王

③神殿

律法の教条化

「わたしは最初の者にし

て、最後の者である」

（イザヤ44･6）
（黙示録22･13）

14-19

20

12

13

聖
霊
の
派
遣
と
人
間
の
応
答

イ
エ
ス
の
出
来
事

8-11

神 （内部構造：自足）

・一つの実体（本質）

・三つの位格（自存者）

① 父

② 子

③ 聖霊

神の国

昇天 聖霊

教会の誕生（使徒たちの自由な応答）

「そうなんだ～」（恵み）

受難

赦された体験

（エルサレムに
戻る弟子たち）

「神はお造りになった全

てのものを御覧になった。

見よ、それは極めて良

かった」

（創世記1･31）

１つのしるし

「イエス」

神の国

（福音）

職制

典礼

秘跡

信仰生活

教義 ：信じていることの整理・明確化

制度 ： 地上での神の国の拡大と安定化

正典 ：正しく伝える・基準

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(h)

(i)

(j)

(k)（= (i) + (j)）

(ℓ)
(m)

(n)

(o)

(p)

(e)

(d)～(h)

(i)(a) (d)
(i)～(k)

(i) ～ (r)

(r)

(q)

(d)  (e)

(j)

(i) ～ (o)
(i) ～ (r)

(q)(i)(b) (c)
(p)(d)～(ℓ),

(ℓ) ～ (p)

(m) ～ (r)
(m) ～ (r)

(a), (j)～(p)

派
遣

→

(k)

癒しの体験

と弟子たち
の無理解

逃げた

弟子たち

(r)

教
会

天

(i) ～ (r)
(i) ～ (r)

冥府

＜聖霊の派遣（愛）＋人間の応答＝教会の時代＞

イエス
御父とイエスの自由な決意③

(r)

父

最終的啓示

（撤回不可能な）

(b) (c)

地
復
活

(g)
制度

教義

正典



　　旧約聖書概論：

　　・創造（「それらは極めて良かった」）

　　・罪（神からの離反）

　　・信仰の始まり（神の啓示：アブラハム）

　　・出エジプト（神の民の選び）

　　・バビロン捕囚（神への背き）

　　・黙示思想（選民思想の行き詰まりと神の介入への期待）

　教義①（基礎）

　　　新約聖書概論：

　 　　・１つの目的：神の国（神の支配）の実現

　　　　・４つの方法

　　　　①福音宣教：父を示し、人間創造の目的を示す

　　　　②仲間作り：多くの人を神の子とするため

　　　　③祈り：いつも神とつながっているため

　　　　④社会とのつながり：神の国の実現

父なる神の時代（神の自由な決意①） イエスの時代（御父の自由な決意②） 教会の時代（御父とイエスの自由な決意③） 終末

旧約・新約の歴史

                   ・日々の信仰生活 ：

　　　　　　　　　・教会生活 ：

                   ・聖霊論 ：

　　　　　　　　　・三位一体論 ：

　　　　　　　　　・教会論 ：

　制度・歴史
                   ・教会史 ：

　　　　　　　　　・教会論 ：

     　新約聖書論―神論 ：

　　　　(御父とは誰か)　「人間の想像を超えるよき方」

　実践の中身①

                   ・秘跡 ：

　　　　　　　　　・祈り ：

　　　　　　　　　・典礼 ：

　教義②（包括）

                   ・終末論 ：

　　　　　　　　　・マリア論 ：

　　　　　　　　　・聖人論 ：
　　　 新約聖書論―キリスト論 ：

     　(イエスとは誰か)

　　　 ・父のみ旨のみを示し行う（自分のことはない）

　　　　・他人のために生きる（無条件の愛：今ここ）

　　　　・他人のために死ぬ（自分に対しては無力）
　実践の中身②

創造 終末
（完成）

＜御子の派遣＞
（イエスの出来事＝

真理の啓示、神のことば）

「永遠」の「時間の中」への突入
（受肉）

十字架と復活の意味
（神の自己譲与）

非合理な経験の意味
（エルサレムで隠れてい
た使徒たちの問い直し）

神のことば

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
の
契
約

シ
ナ
イ
契
約
（
モ
ー
ゼ
）

ダ
ビ
デ
と
の
契
約

神の働きかけ（経綸）
歴史（時間） →

預言者

律法 → 福音（ み旨） →

神の民の選び
（イスラエル民族）

新しい神の民（全ての人に）

失
楽
園

選民意識
（アブラハム・シナイ契約）
荒野に出る＝能動的応答 黙示思想

（アブラハム・シナイ契約の行き詰まり）
⇒ 神の介入への待望

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚

洗礼者ヨハネ

1-2

21-22

≪上記の流れに対応する、入門講座のスケマ≫

3

4-7

永遠

預言者

α Ω

御父の自由な決意②

ロ
ー
マ
帝
国
の
擡
頭
と
支
配

神の自由な
決意①

イスラエルに与えられた、神
の恵みの、目に見える3つの
しるし
①約束の地
②王
③神殿

律法の教条化

「わたしは最初の者にし
て、最後の者である」
（イザヤ44･6）
（黙示録22･13）

14-19

20

12

13

聖
霊
の
派
遣
と
人
間
の
応
答

イ
エ
ス
の
出
来
事

8-11

神 （内部構造 ：自足）

・一つの実体（本質）

・三つの位格（自存者）
① 父
② 子
③ 聖霊

神の国

昇天 聖霊

教会の誕生（使徒たちの自由な応答）
「そうなんだ～」（恵み）

受難

赦された体験
（エルサレムに
戻る弟子たち）

「神はお造りになった全
てのものを御覧になった。
見よ、それは極めて良
かった」
（創世記1･31）

１つのしるし
「イエス」

神の国
（福音）

職制
典礼
秘跡

信仰生活

教義 ： 信じていることの整理・明確

制度 ： 地上での神の国の拡大と安定

正典 ： 正しく伝える・基準

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(g)

(h)

(i)

(j)（= (h) + (i)）

(k)
(ℓ)

(m)

(n)

(o)

(d)

(c)～(h)

(h)(a) (c)
(i)～(k)

(j) ～ (p)

(p)

(c)  (d)

(i)

(h) ～ (o)
(j) ～ (p)

(p)(j)(b) (h)
(o)(c)～(k),

(k) ～ (o)

(ℓ) ～ (p)

(a), (i)～(o)

派
遣

→
(j)

癒しの体験
と弟子たち
の無理解

逃げた
弟子たち

教
会

天

(j) ～ (p)
(j) ～ (p)

冥府

＜聖霊の派遣（愛）＋人間の応答＝教会の時代＞

イエス

御父とイエスの自由な決意③

(p)

父

最終的啓示
（撤回不可能な）

(b) 

地
復
活

(f)
制度

教義

正典

(ℓ) ～ (p)

永遠

神 （内部構造 ：自足）

・一つの実体（本質）

・三つの位格（自存者）
① 父
② 子
③ 聖霊

神の自由な
決意➃


